
令和６年度 第２回伊勢市スポーツ推進審議会 会議録（概要）

１ 日 時 令和７年３月３日（月）19：00～20：50

２ 場 所 小俣総合支所３階 大研修室

３ 出席者 会 長 叶 俊文 （学識経験者）

副会長 龍田 洋 （伊勢市スポーツ協会）

委 員 川口 京子 （伊勢市スポーツ推進委員連絡協議会）

山端 正人 （伊勢市スポーツ少年団）

奥田 守 （伊勢市レクリエーション協会）

東 一郎 （伊勢市小学校体育部会）

野村 和広 （伊勢市中学校体育連盟

谷水 楠仁 （伊勢市ＰＴＡ連合会）

橋本 さち子（総合型地域スポーツクラブ）

立花 和子 （健康づくり・スポーツ女性指導者）

平沼 美智子（健康づくり・スポーツ女性指導者）

豊島 久雄 （学識経験者）

事務局（伊勢市教育委員会事務局）

東浦 久修 （スポーツ課長）

長井 正文 （スポーツ課主幹兼スポーツ施設係長）

濱口 太史 （スポーツ課主幹兼スポーツ振興係長）

中川 靖美 （学校教育課長）

中山 雅貴 （学校教育課指導主事）

１ あいさつ

伊勢市教育委員会事務局 スポーツ課長 東浦 久修

２ 報告事項

〇中学校部活動地域移行の進捗状況について【学校教育課】

【意見等】

・総合型地域スポーツクラブにおいても、各地域で差がある。勉強会等をこれから行

ってほしい。

・市外のクラブチームが市内の生徒を勧誘したりするのは問題ないのか。⇒問題ない

・受け皿として考えられる競技団体と生徒のレベルの差（生徒の方がレベルが高い）

があり、不安である。



・中学校部活動地域移行に関する情報が、競技団体等のスポーツ団体に共有されてい

ない。どういう状況かがわからない。

・中学校部活動地域移行の話があってから数年が経過し、拠点校方式等の案も出てい

たが、結局、準備委員会の会議についても、年１回しか呼ばれず、状況がわかなら

ない。

・地域で中学生を指導する場合は、何か資格が必要であるのか？→必要ないが、あっ

た方が良い。

・中学校部活動地域移行についての、伊勢市として最終の着地点をどうしたいのかが

見えていない。

３ 協議事項

（１）第３期伊勢市スポーツ推進計画の令和６年度取組結果について

【委 員】

旧伊勢市内において、高齢者がレクダンス等で使用できるスポーツ施設が伊勢トピ

アしかないが、利用者が多く集中している。スマイルアリーナ小俣（小俣総合体育館）

の利用については、そこまで行く交通手段がない。何とか旧伊勢市内の地域で、高齢

者が屋内で活動できる場所はないか？

旧消防本部の施設は活用できないのか？

若者だけでなく、高齢者が利用するという観点でも検討していただきたい。

【事務局】

学校施設開放事業において、主に夜間の使用にはなるが、小中学校の体育館や多目

的ホールを利用や御薗地区にある B&G 海洋センター体育館の利用、また、地域の公民

館の利用を検討してはどうか。

旧消防本部の施設については、耐用年数等の関係で使用できない。

新しく施設を建設するには、市の財政状況からも難しい。

【委員】

皇學館大学と連携していることから、皇學館大学の体育館を利用してはどうか。

【事務局】

ありがたい話であり、検討させていただきたい。

【委 員】

市民アンケートについて、どのようにアンケートを取っているのか？高齢者の割合

は何％くらいなのか？

スマホを利用したアンケート調査等も考えていってはどうか。



【事務局】

20 歳以上の方が対象で 1,000 人を抽出してアンケートを実施。年齢別というところ

までは把握できていない。現状に近しい数字を我々も把握したいので、アンケートの

調査方法についても、検討していきたい。

また、ＳＮＳを利用したアンケート調査についても、担当部署と調整を行いながら、

進めていきたいと考えている。

（２）第３期伊勢市スポーツ推進計画の令和７年度実施計画について

【委 員】

フットボールビレッジピッチの人工芝の耐用年数はどのくらいなのか？

【事務局】

耐用年数としては、７～８年といわれている。フットボールビレッジは建設されて

から 10 年以上が経過しているので、早急に張り替える必要がある状況。

【委員】

費用は、どのくらいかかるのか？

【事務局】

1.6 億円を予算要求している。

【委員】

総合型地域スポーツクラブへの支援について、市から支出しているこの額で運営で

きているのか？

【事務局】

一つのクラブを例として話させてもらうと、年間の事業費は約 500 万円ほどであ

る。

会員から会費を徴収するほか、学校開放事業の運営を市から受託し、その委託料を

運営費に充てている。

４ その他

【事務局】

スポーツ推進審議会の任期は２年であり、現委員の皆様は今回の審議会で終了とな

る。次回の審議会は、６月末を予定しており、これから、各団体へ委員の推薦依頼や

個人への依頼をさせていただき、４月中には委員候補を選出する予定。



以上


